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研究成果の概要（和文）：本研究は契約理論の分野で近年注目されている関係的(暗黙的)契約を対象とし、特に
関係的契約と組織設計の相互関係について理論的に明らかにすることを試みた。具体的には、企業組織において
複数の従業員と複数の業務(タスク) が存在することを想定し、以下の4点を中心的に明らかにした。(i) 関係的
契約と協力的タスクによるなチームワークの関係性 (ii) タスク配分による関係的契約を通じた相互監視体制の
構築への影響 (iii) パートナーシップ組織でのタスク配分による関係的契約への影響 (iv)逐次的なタスクのも
とでの監視の影響。

研究成果の概要（英文）：This research project theoretically investigated relational (implicit) 
contracting, which is recently growing in the literature of contract theory, and particularly 
focused on interaction between organizational design and relational contracting. Specifically, the 
following four issues were investigated: (i) relational contracting and teamwork through cooperative
 tasks; (ii) effects on peer monitoring through task allocation in relational contracts; (iii) 
effects of task allocation on relational contracting; (iv) effects of monitoring in sequential task 
organizations.

研究分野：契約理論、産業組織論、政治経済学、組織の経済学、
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１．研究開始当初の背景 
企業内での賃金やボーナスは組織内のイ
ンセンティブを大きく左右するが、賃金やボ
ーナスは客観的な業績指標に基づいた法的
な契約に加えて、企業内部での主観的な業績
指標に基づいた暗黙的な約束によって決定
されることが観察されている。通常、主観的
な業績指標に基づく約束は裁判所などの外
部機関に認められず法的な強制力を持たな
い。よって、そのような約束は代わりに長期
関係などによって自己拘束的に執行される
仕組みを必要とする。近年の契約理論の研究
では、この暗黙的な約束が長期関係に基づい
て遂行される関係的契約  (Relational 
Contract) の特徴を分析する手法が徐々に
確立されていった。企業内部で観察されてい
る暗黙的な約束という現象そのものを分析
する研究は蓄積されてきたが、関係的契約と
内部組織の設計との関係性についての研究
はまだ途上にあった。組織とは本来複数の主
体 (従業員あるいは部署) と複数の業務 
(タスク) で構成されており、それぞれの主
体がどのようにタスクに携わるのか、あるい
はどのタスクにどの主体を配置するのか、と
いう点は組織の設計の根幹である。しかし、
主体とタスクがそれぞれ複数存在する状況
に着目し関係的契約の特性を分析した研究
はまだ発展途上であった。 
 
２．研究の目的 
本研究では複数の主体が存在する組織内
におけるタスクの配分を組織設計と考え、タ
スク配分と関係的契約との関連性を理論的
に分析し、組織内に内在するインセンティブ
問題に対する組織設計への理論予測・含意を
引き出す。 
より具体的には複数のエージェントが存
在する状況下でのタスクの配分の比較とい
う契約理論での新しい理論的モデルを提供
する。また、組織の設計において関係的契約
の影響は間接的で見えにくいが無視できな
い大きさがあり、それを理論的な形で表現し、
実証研究や現実の組織設計への含意を提供
する。 
 
３．研究の方法 
特に「業務 (タスク) の配分に基づく組織
の設計」と「関係的契約」の相互関係に焦点
を当て、理論モデルを構築し分析する。具体
的には以下の 4 つの課題を主な論点とする。 
 
(1) 協力的タスクによるチームワークの構
築:他の主体をサポートするタスクによるチ
ームワークの形成と関係的契約との関連性
を分析する。 
 
(2) タスク配分による相互監視体制への影
響:組織が抱えるタスクの配分と関係的契約
を通じた主体間同士の監視体制の構築との
関連性を分析する。 

 
(3) パートナーシップ組織での影響: パー
トナーシップ組織におけるタスク配分と関
係的契約によるインセンティブの関連性を
考察する。 
 
(4) 逐次的タスクの環境での監視体制の影
響:逐次的にタスクが配置されている状況下
で、前のタスクを行う主体を後ろのタスクを
行う主体が監視することの是非を考察する。 
 
４．研究成果 
研究期間全体を通じて、上記 4 つの課題
に対応して 4 つの関係的契約と組織設計に
関する研究プロジェクトを進行させ、以下の
ような結果を得た。 
 
(1) 業績指標が立証不可能で関係的契約
によりインセンティブを与えるという状況
で、各主体が自分のタスクに加えて他の主体
をサポートする業務をどの程度行わせるべ
きかどうかを考察し、その結果選択される組
織体系は「サポートのない分業体制」か「非
常に協力的なチームワーク」のどちらかに
なり、中間の形態は取られないことを示し
た。 
 
(2) 業績指標が立証不可能で関係的契約
によりインセンティブを与えるという状況
で、非生産的行動への(暗黙の)共謀を考慮に
入れる必要がある場合に、各主体の業績指標
による評価と共通の業績指標による評価の
どちらが望ましいかを考察し、各主体の割引
因子が高くなり将来をより大きく評価する
ようになると、共通の業績指標を用いた方が
望ましくなる傾向を示した。 
 
(3) 業績指標が立証不可能で関係的契約
によりインセンティブを与えるという状況
で、複数の業務がある中で、それらの業務を
複数の労働者に分けるか 1 人に集中させる
かのどちらが望ましいかを考察し、割引因子
が高くなり将来をより大きく評価するよう
になると、業務を複数の労働者に割り振る傾
向にあることを示した。 
 
(4) 複数の主体が逐次的にインセンティ
ブ問題を抱える状況において、最初の主体の
行動を後ろの主体が観察できるかという透
明性の是非を考察し、透明性の望ましさは各
エージェントの業績指標の尤度比によって
決まり、透明な組織ではチーム業績評価、非
透明な組織では相対業績評価を組み合わせ
る傾向にあることを示した。 
 
これらの研究プロジェクトは公刊論文が 
1 本、現在査読雑誌投稿中の論文が 2 本、近
日中に査読雑誌に投稿予定の論文草稿が 1 
本、の計 4 本の論文として完成させた。 
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